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平成３１年度・令和元年度伊作小ＰＴＡ活動のスタート

５月１０日（金）にＰＴＡ総会が行われ，山口会長を中心
とした新役員のもと，平成３１年度・令和元年度の伊作小学
校ＰＴＡ活動が始まりました。本年度のＰＴＡ活動の研究主
題は，「基本的な生活習慣を育てるＰＴＡ活動はどうあれば
よいか。」です。学力，体力の向上を図る上で，その土台と
なるのが「基本的な生活習慣」です。子どもたちに基本的な
生活習慣を確立させるために，保護者と本校教職員がともに
連携して充実した活動となりますよう，皆様一人一人の積極
的な参加，御協力をよろしくお願いいたします。

平成３０年度の前会長有馬さん，副会長の上村さん，地頭所さん，各専門部の部長さん方，役員をしてくださった全ての
方々に，感謝申し上げます。
また，この日は学級ＰＴＡも行われました。各学級委員長さん方を中心に，学級ＰＴＡ目標の設定，年間活動計画等を決

めていただきました。「ＰＴＡ活動の基礎は学級ＰＴＡ」とも言われます。それぞれの学級での課題解決に向けて，学校と
保護者が一体となって子どもたちのために取り組んでいきましょう。
そして，先日，伊作小ＰＴＡ本部から出された「ＰＴＡ会報」には，各専門部の活動計画等が掲載されております。ぜひ

読まれて，本年度のＰＴＡ専門部活動についても御理解をお願いします。
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地震・津波による避難訓練

５月１０日（水）に避難訓練を行いました。
地震発生後，津波が発生したことを想定して，宮内バ

ス停近くの空き地まで避難しました。
実際も，この場所が保護者等への引き渡しになります。

この場所は，車で巡回することができます。家庭でも，
子どもと一緒に場所の確認をしておいてください。
子どもたちは，避難経路を確認しながら真剣に取り組むこ
とができました。ここでも，６年生が１年生の手を引いて迅
速に避難することができました。本校では，様々な活動にお
いて６年生と１年生がバディとして活動しています。この取
組が，この避難訓練でも生かされました。

運動会練習より

運動会の成功に向けて，子どもたち，職員が一体となって，日々練習に取り組んで
きました。その中でも，応援団は昼休みや放課後も自主的に練習に取り組み，全校を
引っ張ってくれました。他の児童も，その頑張りに応え，一生懸命応援していました。
紅白それぞれがとてもよくまとまっていました。「練習は本番のつもりでやらないと
意味がない。」と言いますが，子どもたちは練習から本番のように頑張っていました。
本校は，上学年児童が下学年児童に様々なことを教えています。このことで，上学

年は学校のリーダーとしての自覚が芽生え，下学年は将来自分たちもこんな上学年な
りたいという憧れをいだいていきます。この流れが，本校の素晴らしい伝統になって
きており，うれしく思っています。これが，キャリア教育であり，本校の大きな強み
だと実感しています。

ＰＴＡ奉仕作業～御協力ありがとうございました～
５月１９日(日)に，第１回ＰＴＡ奉仕作業が実施されま
した。
総合150周年・統合35周年記念大運動会を間近に控え，

保護者と児童，職員で，約１時間半の作業を行いました。
雨が降る中ではあったものの，草払いや除草，石ころ拾
い，プール掃除等取り組んでいただきました。校内がと
てもきれいになり，整然とした環境で運動会を実施する
ことができました。
早朝から奉仕作業に参加していただいた保護者の皆様，

事前の準備から当日までお世話してくださった環境整備部の皆様に心より感謝申し上げます。
また，２２日（水）には，つばめ機動建設さんが刈った草を撤去してくださいました。毎年，対応していただきあり

がとうございます。

＜主な行事予定＞

６月 ８日（土）プール開き（６年）
１６日（日）市ＰＴＡ教育講演会
１８日（火）ＡＬＴ来校
２１日（金）第１回学校保健委員会
２５日（火）南薩養護学校との交流(５年）
２６日（水）ＡＬＴ来校
２８日（金）かめさん祭り

家庭教育学級・学級ＰＴＡ
３０日（日）ＰＴＡ資源回収

７月 ２日（火）水泳大会(高学年)
３日（水）水泳大会(中学年)
４日（木）水泳大会(低学年)
５日（金）ＡＬＴ来校

１９日（金）１学期終業式
２４日（水）市小学校水泳記録会（伊集院）

※ 変更になる場合がありますので, 各学年の週報や各
種便り等で御確認ください。

防犯教室の実施

『いかのおすし』 （いか）行かない・（の）乗らない
（お）大声でさけぶ・（す）すぐにげる・（し）知らせる

４月２４日(水)に，防犯教室(不
審者侵入避難訓練と１１０番の
家へのかけこみ訓練)を実施しま
した。
「子ども１１０番の家」へ駆

け込んだ想定で，子どもへの不
審者の特徴の聞き取りと，日置
警察署の方々に身を守るための

心がけをお話しいただきました。子どもたちは，上手に聞
き取りに答えていました。
２８日（火）には，川崎市で痛ましい事件が起こりまし

た。子どもたちの安全を守るため，学校・家庭・地域が一
体となっての指導，見守りをしていきましょう。
もし，不審な声掛けなどがありましたら，学校に一報入

れてください。警察等の関係機関にとっても，連絡が早い
ほど，対応も早くなりますので，よろしくお願いします。

ALTマット先生との英語学習

本校では，外国語活動
の年間の授業時数が３・
４年生は３５時間，５・
６年生は７０時間設定し
ています。
この外国語活動のＡＬ

Ｔとして，本年度もマッ
ト先生がきてくださって
います。マット先生との
英語学習は，担任と協力
し合って，楽しい学習の

創造に努めています。
子どもたちはマット先生が来校する日をとても楽しみに

しています。このような学習をとおして，中学校での英語
に対するギャップが解消されていくと思われます。 また，
マット先生には学習だけではなく，給食や昼休みにも，子
どもたちとふれあっていただいています。




